
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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情報発信回数を増やし、絵や写真などで情報をわかりやすく発信したり、興味を持ってもらえるタイトルや内容にするなどホームページを充実させる。
関係団体と連携した情報発信を行い、アクセス件数の増につなげる。
環境への負荷の少ない社会の実現を目指すため、平成３２年度に終期を迎える環境基本計画やそれに関連する計画（地球温暖化対策実行計画、循環型社会推進計画）
の見直しの準備を行う。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
平成2９年度のホームページアクセス数は約
402,000となり、前年度の約382,000を上
回った。

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

425,000.0 435,000.0

30年度 31年度年度 27年度

ホームページアクセス数は、前年度比５％の増となった。

うち一般財源（千円） 4,708 6,574

210,000.0

達成率

447,280.0

％

回

実績値

取組目標値

213.0

事　業　費（b）（千円） 5,994

0852-22-5345

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 県民

（２）意図 県民一人ひとりの環境保全に対する意識を醸成し、環境保全活動への各主体の参加を促進する。

402,244.0

　県民、事業者、NPO等の団体、行政が一体となって、地域における環境保全や地球温暖化対策に取り組むとともに、環境への負荷の少ない社会の実現を目指
すため、以下の通り、「島根県環境審議会」及び「しまね環境基金」を設置運営するとともに、各種啓発事業を実施する。
１．環境審議会の運営
２．環境基金の運営
３．普及啓発費　①環境白書の発行　②電気自動車急速充電器管理費　③見える化を取り入れた環境保全普及

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

445,000.0 455,000.0

事務事業の名称 環境保全企画推進費

事務事業担当課長 環境政策課長　小池　誠 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－４－５
環境保全の推進

環境政策課ホームページ外部アクセス数
目標値

環境政策課ホームページ外部アクセス数

平成29年度は、平成28年度よりもホームページアクセス数が増加したものの、平成27年度よりは減少
・平成27年度は、宍道湖・中海ラムサール条約10周年という節目の年であったこと、また、第3期し
まね循環型社会推進計画の改定が行われたことからホームページアクセス件数が多かったが、その後２
年が経過したことにより関心が少し薄れてきている。

魅力あるコンテンツを増やすなどホームページの充実
こまめな情報発信
関係団体と連携した情報発信

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

年度の目標値に達しておらず、ピークである平成２７年度と比べると約１０％の減となっている。

６.成果があったこと（改善されたこと）


